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物質の性質
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問1 液体を加熱していき、液体の内部からも気体が発生して状態変化が起こるときの温度を何といいますか。 （2018年　群馬公立入試　類似）

1.  融点 2.  沸点 3.  密度 4.  溶解度

問2 質量パーセント濃度が20%の砂糖水を200g作りたい。このとき準備すべき砂糖と水の質量の組み合わせとして正しいものはど
れか。 （2018年　北海道公立入試　類似）

1.  砂糖 20g、水 180g 2.  砂糖 40g、水 160g 3.  砂糖 40g、水 200g 4.  砂糖 50g、水 150g

問3 50cm³の水と50cm³のエタノールを静かに混ぜ合わせて混合液を作ったとき、混合後の液体の体積と密度の変化について述べ
た説明として、正しいものはどれですか。ただし、混合による質量の損失はないものとします。 （2024年　京都公立入試　類似）

1.  混合後の体積は100cm³より小
さくなり、密度は混合前の質量の
和を100cm³で割った値よりも大
きくなる

2.  混合後の体積は100cm³より小
さくなり、密度は混合前の質量の
和を100cm³で割った値よりも小
さくなる

3.  混合後の体積は100cm³より大
きくなり、密度は混合前の質量の
和を100cm³で割った値よりも小
さくなる

4.  混合後の体積は正確に100cm³
になり、密度は混合前の質量の和
を100cm³で割った値と一致する

問4 質量が27.3gのエタノールがある。このエタノールの密度を0.79g/cm³としたとき、このエタノールの体積は何cm³か。小数
第2位を四捨五入して答えなさい。 （2021年　三重公立入試　類似）

1.  21.6 cm³ 2.  34.5 cm³ 3.  34.6 cm³ 4.  40.2 cm³

問5 枝付きフラスコを用いて混合物を加熱し、出てきた蒸気を冷やして物質を分離する「蒸留」の実験を行う際、温度計の液だめ
はどの位置に合わせるのが最も適切ですか。 （2025年　千葉公立入試　類似）

1.  枝付きフラスコの枝の付け根付
近の高さ

2.  加熱している液体の中 3.  フラスコ内部の最も高い位置 4.  底に沈んでいる沸騰石に触れる
位置

問6 蒸留の装置を組み立てる際、温度計の液だめを枝つきフラスコの枝の付け根付近に配置する理由として、最も適切な説明はど
れですか。 （2020年　岐阜公立入試　類似）

1.  フラスコ内の液体の温度が上が
りすぎないように監視するため

2.  沸騰石によって液体が急激に沸
騰するのを防ぐため

3.  出てくる蒸気の温度を測定して
留出している物質を確認するため

4.  フラスコ内部の気圧の変化を温
度から計算するため

問7 点火装置の電極が差し込まれたポリエチレン製の袋に、水素と酸素の混合気体を入れて密封しました。ピンチコックを閉じた
状態で点火装置を用いて反応させたとき、観察される現象として正しいものはどれですか。 （2016年　愛知公立入試　類似）

1.  音を立てて反応し、袋の内側に
水滴がつく

2.  刺激臭のある気体が発生し、袋
が白く曇る

3.  激しく燃焼し、袋の中に黒いす
すが付着する

4.  気体の体積が急激に増加し、袋
が大きく膨らむ

問8 塩化ナトリウム、塩化アンモニウム、硝酸カリウム、ミョウバンの4種類の物質を用意し、それぞれ100gの水に溶かす実験を
行う。水の温度を20度から60度まで上げたとき、他の物質と比較して、水に溶ける最大質量（溶解度）がほとんど変化しない
物質はどれか。 （2019年　秋田公立入試　類似）

1.  塩化ナトリウム 2.  塩化アンモニウム 3.  硝酸カリウム 4.  ミョウバン

問9 形が複雑で定規では体積を測ることができない物体の体積を、メスシリンダーを用いて正しく測定する方法はどれですか。
（2025年　群馬公立入試　類似）

1.  物体を水が入ったメスシリンダ
ーに沈め、上昇した水面の目盛り
から体積を読み取る

2.  メスシリンダーの目盛りを物体
に直接あてて、外側の寸法から計
算する

3.  空のメスシリンダーに物体を入
れ、物体の上面が示す目盛りを読
み取る

4.  水が入ったメスシリンダーに物
体を浮かべ、水に浸かっている部
分の体積のみを読み取る

問10 物質の種類によって決まっており、その物質を特定するための重要な手がかりとなる「単位体積あたりの質量」を何といいま
すか。また、その値を求めるための正しい計算式を答えなさい。 （2023年　福岡公立入試　類似）

1.  密度（質量 ÷ 体積） 2.  密度（体積 ÷ 質量） 3.  比重（質量 × 体積） 4.  溶解度（体積 ÷ 質量）
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答え合わせ・解説

問1 答え 2
沸点

液体が沸騰して気体に変化するときの一定の温度を沸点といいます。物質の種類によって決まって
いるため、物質を区別する際の手がかりとして利用されます。

問2 答え 2
砂糖 40g、水 160g

溶液の質量に濃度をかけることで、溶質の質量を求めることができる。200g × 0.20 ＝ 40g とな
り、必要な砂糖は40gである。また、溶媒である水の質量は、溶液全体の質量から砂糖の質量を引
いて求められるため、200g － 40g ＝ 160g となる。砂糖40gを160gの水に溶かすことで、合計
200gの溶液となる。

問3 答え 1
混合後の体積は100cm³より小さくな
り、密度は混合前の質量の和を100cm³
で割った値よりも大きくなる

水とエタノールを混合すると、分子同士が互いの隙間に入り込むため、全体の体積は減少します。
一方で、混合前後の全体の質量は変化しません。密度は「質量 ÷ 体積」で求められるため、分母と
なる体積が減少することで、算出される密度の値は計算上の値（体積の和で割った値）よりも大き
くなります。

問4 答え 3
34.6 cm³

物質の体積は「質量 ÷ 密度」の式で求められる。与えられた数値を用いて計算すると、27.3 ÷
0.79 ＝ 34.556... となる。問題の指示に従い、小数第2位の「5」を四捨五入すると、34.6という
数値が得られる。

問5 答え 1
枝付きフラスコの枝の付け根付近の高さ

蒸留の目的は、沸騰して出てきた蒸気を集めることです。そのため、これから枝を通って試験管な
どの容器へと向かおうとする蒸気の温度を正確に測定する必要があります。液だめを枝の付け根と
同じ高さにすることで、取り出される物質の沸点を確認することができます。

問6 答え 3
出てくる蒸気の温度を測定して留出して
いる物質を確認するため

蒸留では、物質ごとに異なる「沸点」を利用して分離を行います。枝つきフラスコの枝の部分を通
り、冷却部へと移動していく蒸気の温度を測ることで、その温度が物質の沸点と一致しているかを
確認し、目的の物質が正しく取り出せているかを判断できます。液体そのものの温度ではなく、気
体となった物質の温度を測ることが重要です。

問7 答え 1
音を立てて反応し、袋の内側に水滴がつ
く

水素と酸素の混合気体に点火すると、激しく反応して水（水蒸気）が生成されます。このとき、爆
発を伴うような大きな音が出ることがあり、生成された水蒸気が冷えて液体となるため、袋の内側
に水滴が観察されます。化学反応式では 2H₂ + O₂ → 2H₂O と表されます。

問8 答え 1
塩化ナトリウム

物質が溶媒に溶ける限界の量は物質の種類や温度によって決まっている。硝酸カリウムやミョウバ
ンは温度が上がると溶解度が急激に増加する性質を持つが、塩化ナトリウムは温度が上がっても溶
解度がほとんど変化しないという特有の性質を持っている。

問9 答え 1
物体を水が入ったメスシリンダーに沈
め、上昇した水面の目盛りから体積を読
み取る

水に溶けない物体の体積は、水を入れたメスシリンダーに完全に沈めたとき、物体が押しのけた水
の体積（上昇した水位の差）として求めることができます。

問10 答え 1
密度（質量 ÷ 体積）

物質が何であるかを区別する際に用いられる、単位体積（1立方センチメートル）あたりの質量の
ことを密度といいます。密度は物質の種類ごとに一定の値を持つため、物質を特定する際に利用さ
れます。求める際は、質量を体積で割る必要があるため、「質量 ÷ 体積」が正しい計算式となりま
す。


